
Title 北海道の廃娼運動と佐野文子の生涯

Author(s) 福島, 恒雄

Citation 基督教学, 17, 28-31

Issue Date 1982-07-19

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/46413

Type journal article

File Information 17_28-31.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



北
海
道
の
廃
娼
運
動
と

佐
野
文
子
の
生
涯

【、

ｩ
え
な
か
っ
た
婦
人
解
放
運
動

福
　
島
　
恒
　
雄

　
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
は
一
八
八
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ほ

ぼ
一
世
紀
に
近
い
活
動
を
続
け
て
い
る
。
そ
の
機
関
誌
「
婦
人
新

　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

報
」
九
十
周
年
記
念
号
に
村
上
儒
彦
氏
は
「
女
性
史
に
お
け
る
婦

人
矯
風
会
の
役
割
と
評
価
」
と
い
う
一
文
を
寄
せ
、
わ
が
国
で
九

十
年
の
歴
史
を
も
つ
婦
人
団
体
の
あ
る
こ
と
は
異
色
の
存
在
で
あ

る
。
創
立
当
初
か
ら
平
和
、
飾
弓
、
純
潔
を
三
大
モ
ッ
ト
…
と
し

て
今
日
ま
で
続
け
ら
れ
て
き
た
が
、
女
性
史
の
中
で
ク
ロ
ー
ズ
・

ア
ヅ
プ
さ
れ
る
の
は
純
潔
の
問
題
一
廃
娼
運
動
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
を
通
じ
て
最
大
の
人
権
闘
争
で
あ
っ
た
。

と
し
な
が
ら
も
、
「
だ
が
、
廃
娼
運
動
が
こ
れ
ま
で
婦
人
運
動
と
し

て
正
し
く
評
価
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
残
念
な
が
ら
事
実
と
し
て

認
め
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
漏
と
記
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
北
海
道
の
婦
入
矯
風
会
は
全
国
で
三
番
恩
に
発
足
し
た
ほ
ど
歴

史
が
あ
り
、
果
敢
な
廃
娠
運
動
を
し
て
き
た
の
に
、
歴
史
研
究
の

中
で
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
記
録
の
乏
し
い

こ
と
も
あ
ろ
う
し
、
視
点
に
欠
け
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
見
え

な
か
っ
た
婦
人
解
放
運
動
で
あ
り
続
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
廃
娼
運
動
は
明
治
の
啓
蒙
家
や
キ
リ
ス
ト
者
に
よ
っ
て
早
く
か

ら
提
囑
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
心
と
な
っ
て
実
践
し
て
き
た
の
は
婦

人
矯
風
会
と
救
世
軍
で
あ
る
。
遊
郭
に
売
ら
れ
た
婦
人
を
助
け
出

す
と
共
に
公
媚
綱
度
廃
止
の
闘
い
で
も
あ
っ
た
。

　
遊
女
は
旧
約
聖
書
の
タ
マ
ル
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
有
史
前

か
ら
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
わ
が
国
の
公
娼
制
度
は
キ
リ
ス

ト
教
の
迫
害
と
奇
妙
に
も
一
致
す
る
。
一
五
八
九
年
秀
吉
は
京
都

の
宣
教
師
を
追
放
し
た
年
島
原
遊
郭
を
公
認
し
、
蝦
夷
に
切
支
丹

が
遮
害
を
逃
れ
て
き
た
一
六
一
七
年
に
江
戸
幕
府
は
吉
原
の
遊
郭

を
公
認
し
た
。
そ
れ
以
来
、
日
本
各
地
に
公
認
の
遊
郭
が
設
け

ら
れ
、
苦
海
に
身
を
浸
め
る
婦
人
が
多
出
す
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
。

二
、
北
海
道
の
遊
郭
と
廃
娼
運
動

　
遊
女
が
道
内
に
幽
現
し
た
の
は
和
人
の
渡
来
と
共
に
古
い
と
云

わ
れ
る
が
、
公
文
書
と
し
て
は
一
八
〇
五
年
の
松
前
資
料
に
門
料

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

理
茶
屋
に
関
す
る
触
れ
書
」
が
あ
る
。
茶
屋
が
続
出
し
、
酌
取
女

が
分
不
相
応
の
奮
り
を
し
な
い
よ
う
に
、
又
、
召
し
か
か
え
る
時
、
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出
所
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
と
の
内
容
で
あ
る
。
箱
館
に
は
山

の
上
町
に
遊
郭
が
あ
り
、
日
本
脱
出
の
志
し
を
抱
い
て
箱
館
に
き

た
新
島
襲
は
異
人
館
と
対
照
的
な
遊
郭
に
驚
き
、
不
快
の
念
を
日

　
　
　
　
　
　
戸
4
）

記
に
綴
っ
て
い
る
。
北
海
道
医
師
会
史
に
は
、
箱
館
医
学
所
を
つ

く
る
と
き
、
資
金
が
不
濾
し
こ
の
遊
郭
の
妓
楼
積
立
金
を
借
用
し
、

後
の
治
療
代
で
差
し
引
く
こ
と
と
し
て
最
も
古
い
病
院
を
つ
く
っ

　
　
　
　
　
　
（
5
）

た
、
と
記
し
て
い
る
。

、
問
題
は
開
拓
使
や
道
庁
が
積
極
的
に
一
国
を
す
す
め
た
事
に
あ

る
。
　
｛
八
六
九
年
札
幌
へ
雪
避
を
置
く
こ
と
と
し
、
二
年
後
に
岩

村
判
官
は
「
北
海
道
開
拓
人
夫
一
万
人
ほ
ど
も
差
し
つ
か
わ
し
候

に
つ
い
て
は
遠
隔
の
儀
、
自
然
人
夫
ら
厭
倦
の
意
を
生
じ
候
も
計

り
が
た
き
候
に
つ
き
、
妓
楼
立
置
き
公
然
売
女
免
許
仕
ま
つ
り
候

　
（
6
）

心
得
」
と
、
正
院
（
政
府
）
に
届
け
て
い
る
。
こ
の
方
針
は
戦
前

ま
で
あ
ま
り
変
っ
て
い
な
い
。
北
海
道
の
開
拓
は
ア
イ
ヌ
民
族
の

人
権
、
囚
人
の
人
権
を
無
視
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
と
云
わ
れ
る

が
、
婦
人
の
人
権
も
無
視
し
て
進
め
た
施
策
で
あ
っ
た
。

　
旭
川
は
一
八
九
〇
年
に
開
些
し
一
〇
年
後
に
町
と
な
っ
た
。
こ

の
晴
、
逆
理
が
移
っ
て
き
、
曙
遊
郭
が
出
来
た
。
．
更
に
師
団
の
増

強
と
共
に
中
島
遊
郭
増
設
問
題
が
お
こ
り
、
中
学
校
が
隣
接
し
て

お
り
、
女
学
校
設
置
場
所
と
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
猛
烈
な
反
対
運

動
が
町
民
に
興
つ
た
。
町
長
を
は
じ
め
町
会
調
子
の
大
半
も
反
対

し
た
が
、
こ
れ
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
長
官
は
町
長
の
更
迭
を
画
策

し
た
。
町
民
有
志
は
上
京
し
、
国
会
や
内
閣
に
働
き
か
け
た
が
、

こ
れ
を
支
持
し
た
の
は
矢
島
矯
風
会
頭
や
キ
リ
ス
ト
教
徒
議
員
で

あ
っ
た
。
一
九
〇
六
年
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
記
録
は
旭
川
資

　
　
（
7
）

料
三
冊
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
旭
川
の
矯
風
会
や
キ
リ
ス
ト
者
の

働
き
は
記
し
て
い
な
い
。

三
、
北
海
道
の
婦
人
矯
風
会
と
佐
野
文
子
の
生
涯

　
北
海
道
と
矯
風
会
と
は
深
い
つ
な
が
り
を
も
っ
て
い
る
。
　
一
八

八
六
年
に
万
国
婦
人
矯
風
会
か
ら
ミ
セ
ス
・
ク
レ
メ
ン
ト
が
代
表

と
し
て
来
日
し
た
時
、
通
訳
を
し
た
の
は
札
幌
バ
ン
ド
の
一
人
渡

瀬
寅
次
郎
夫
人
香
芽
子
で
あ
っ
た
。
創
立
当
初
、
矢
島
会
頭
と
共

に
書
記
と
し
て
働
い
た
佐
々
木
豊
寿
は
室
蘭
に
入
植
し
た
こ
と
が

あ
る
。
醸
本
最
初
の
女
医
と
な
り
瀬
棚
の
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
村
の
志

方
之
善
の
妻
と
な
っ
た
荻
野
吟
子
は
風
俗
部
長
と
し
て
廃
娼
運
動

を
進
め
た
人
で
あ
る
。
戦
後
、
久
布
白
落
実
会
頭
と
共
に
売
春
禁

止
法
成
立
の
た
め
尽
く
し
た
竹
上
正
子
副
会
頭
は
札
幌
出
身
で
留

萌
矯
風
会
を
設
立
し
た
一
人
で
あ
る
。
　
一
九
一
七
年
頃
、
北
海
道

に
は
函
館
、
室
蘭
、
札
幌
、
旭
川
、
留
萌
、
名
寄
、
野
付
牛
、
小

樽
、
滝
川
、
岩
見
沢
、
帯
広
な
ど
に
支
部
が
お
か
れ
、
キ
リ
ス
ト

教
団
体
で
は
一
大
勢
力
と
な
っ
て
い
た
。
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旭
川
の
中
島
遊
郭
問
題
が
起
っ
た
時
、
矯
風
会
支
部
長
で
あ
っ

た
ピ
ア
ソ
ン
夫
人
や
坂
本
、
杉
浦
、
高
柳
牧
師
夫
人
ら
が
中
心
と

な
っ
て
何
度
も
札
幌
へ
出
張
し
長
官
に
面
会
を
求
め
廃
止
運
動
を

進
め
た
。
一
九
一
六
年
に
野
付
牛
（
北
見
）
二
十
一
年
に
名
寄
で
、

二
十
四
年
に
窒
蘭
で
廃
娼
運
動
の
闘
い
を
し
て
い
た
こ
と
が
婦
人

新
報
に
散
兇
さ
れ
る
。

　
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
果
敢
に
廃
娼
運
動
を
進
め
た
の
は
旭

川
の
佐
野
文
子
で
あ
る
。
「
旭
川
九
十
年
の
百
人
」
　
に
は
　
「
九
十

年
に
お
よ
ぶ
長
い
市
史
に
登
場
す
る
女
性
活
動
家
の
な
か
で
、
こ

の
一
生
を
最
も
美
し
く
そ
し
て
だ
れ
よ
り
も
人
間
ら
し
く
生
き
抜

い
た
の
は
廃
娼
運
動
に
、
受
刑
老
の
保
護
更
生
に
、
持
ち
う
る
限

り
の
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
い
だ
佐
野
文
子
を
お
い
て
他
に
は
い
な

い
だ
ろ
う
溶
～
．
」
と
記
し
て
い
る
。
文
子
墜
八
4
牽
島
根
県

浜
田
市
に
弁
護
士
を
し
て
い
た
水
津
静
世
の
五
女
と
し
て
生
れ

た
。
爾
親
共
熱
心
な
キ
リ
ス
ト
者
で
水
津
は
自
由
民
権
家
で
も

あ
っ
た
。
一
九
〇
九
年
に
旭
川
の
上
川
病
院
長
を
し
て
い
た
姉
夫

婦
の
所
に
来
、
小
学
校
の
教
師
と
な
り
、
十
二
年
に
同
僚
の
佐
野

啓
次
郎
と
結
婚
し
た
。
矯
風
会
の
運
動
に
関
わ
り
、
十
五
年
に
央

と
共
に
六
条
教
会
で
受
洗
し
た
。
二
十
一
年
に
夫
が
な
く
な
り
、

矯
風
会
の
旭
川
支
部
長
と
し
て
廃
娼
運
動
に
挺
身
す
る
よ
う
に
な

る
。
遊
郭
で
チ
ラ
シ
を
配
り
、
逃
げ
て
き
た
婦
人
を
か
く
ま
い
、

や
く
ざ
の
脅
迫
に
も
た
じ
ろ
が
な
い
で
生
命
を
賭
し
て
婦
人
の
入

権
を
守
る
闘
い
を
続
け
た
。
郷
土
史
家
村
上
久
吉
は

面
　
死
　
頻

　
ヒ
首
一
閃
十
死
頻
　
雷
電
丞
堀
当
国
難

　
朝
夕
警
世
船
底
鐘
　
廃
娼
防
犯
尽
心
身

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
　

　
と
、
佐
野
文
子
小
伝
に
記
し
て
い
る
。

戦
時
中
、
国
防
婦
人
会
長
に
選
ば
れ
、
東
条
英
機
首
絹
の
私
設
秘

書
と
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
戦
後
は
刑
余
者
の
蔓
生
保
護
車
業
に

尽
く
し
、
　
一
九
七
八
年
八
九
歳
で
な
く
な
っ
た
。
市
の
文
化
功
労

賞
を
う
け
て
い
る
が
、
矯
風
会
の
肥
大
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
平
和
、

三
三
、
純
潔
を
重
ん
じ
た
文
子
が
何
故
国
防
婦
人
会
長
と
な
り
、

軍
閥
と
結
び
つ
い
た
の
か
、
そ
の
儒
仰
、
思
想
の
軌
跡
は
今
後
の

課
題
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

註（1）（2＞（4） C3）

「
婦
人
新
報
偏
は
一
八
八
八
年
に
「
東
京
婦
人
矯
風
会
雑
誌
し
と
し
て

発
課
し
、
九
五
年
に
爺
人
報
省
」
と
改
称
し
た
。
兀
七
六
年
＋
二

月
号
は
創
立
九
十
周
年
記
・
怠
号
で
九
一
五
号
で
あ
る
。

「
婦
人
新
報
」
第
三
七
号
に
日
本
金
園
矯
風
会
一
覧
衷
が
あ
り
、
畳
崎
、

東
京
に
次
い
で
禰
館
が
一
八
八
八
年
に
設
立
し
て
い
る
。

松
前
町
史
、
史
料
編
弟
霊
奮
ハ
三
盆
。

函
館
搾
乳
、
史
料
編
第
一
巻
八
六
六
責
。
漸
島
獲
三
雲
楯
紀
匝
．
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（7）’（6）　｛5）（9｝ （8）

「
北
海
道
医
師
会
史
偏
二
七
頁
。

擁
北
海
道
百
年
」
（
上
）
七
四
頁
、
北
海
道
新
聞
社
閥
。

門
北
海
道
旭
川
町
増
設
遊
郭
に
関
す
る
顛
末
書
」
「
遊
廓
新
設
反
対
岡
盟

会
璃
誌
扁
「
中
島
遊
廓
廃
止
請
願
…
関
係
記
事
」
他
各
種
新
聞
の
論
評
記

事
ス
グ
ラ
ッ
プ
、
市
図
書
館
保
存
。

「
郷
土
の
歴
史
に
生
き
る
…
旭
川
九
十
年
の
智
人
」
　
七
八
頁
、
北
海
タ

イ
ム
ス
社
刊
。

「
旭
捌
の
人
み
、
」
二
〇
七
頁
、
旭
崩
叢
書
笙
五
巻
、
村
上
久
吉
薯
。
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